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新 年 度 ・ 新 例 会 場

■司　　会　ＳＡＡ　安藤　公一

■開会点鐘　会　長　青木　邦弘

■斉　　唱　君が代・奉仕の理想　
　　　ＳＬ　太田　勝典　

■出席報告

■本日の欠席者
後藤、二宮（麻）

■７月誕生記念祝

倉本　宏昭会員　　　7.24

吉野　寧訓会員　　　7.2

福村　　正会員　　　7.15

■会長報告
○これからの予定				  

日時　７月７日㈭ 15 時 30 分～

　　　クラブ奉仕・公共イメージセミナー

場所　ソシア 21		

担当	 市川、増田
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日時　７月８日㈮ 15 時 30 分～

　　　増強セミナー	

場所　ソシア 21

担当	 関口

日時　７月 19 日㈫ 15 時 30 分～

　　　クラブ戦略計画セミナー

場所　ソシア 21			 

担当	 青木、北澤

■幹事報告　　　　　　　　
１）地区財務委員長より

　　2016-17 年度上期地区資金振込依頼

２）社会奉仕委員長より社会奉仕活動に関す

　　るアンケート協力に依頼

３）７月のロータリーレート

　　１ドル＝ 102 円

４）本日午後６時 30 分よりクラブ事務所にて

　　理事役員会開催

■災害対策委員会                                増田嘉一郎

　来週７月 12 日、熊本地震の現状、ニーズの

調査のために委員会では現地に行ってきます。

同行を希望される方は本日中にお申し出下さ

い。前泊されますと往復飛行機代、ホテル代で、

当日日帰りの半額ほど３万円位で行けますの

で、前日からの参加でも構いません。その結

果で 13 日に例会終了後に委員会を開催いたし

ます。委員の方は出席をお願いします。

■会員増強委員会　　　　　　　  関口　友宏

○会員増強キャンペーンご協力のお願い

　会員増強はクラブの運営基盤を維持するた

本日の出席数       22 名会  員  数 　 　 　 30 名

本日の出席率　91.67％ 修正出席率          100％
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めに必要不可欠であり、全会員の責務です。

意識の高揚を目的に新年度冒頭にキャンペー

ンを実施したく、皆様のご協力をお願いする

次第です。実施要項は下記のとおりです。友人、

趣味仲間、取引関係、旧会員の家族、各種団

体等をターゲットに各班のご健闘を期待して

おります。

実施期間　７月～９月
班の構成 (会員敬称略 )

・関口班／今野・後藤・田川・北澤・安藤達・岡田

・佐藤利班／太田勝・内田・倉本・市川・矢田・吉原

・安藤公班／五十嵐・斎藤・福村・二宮麻・増田・吉野

・鈴木班／新川・佐藤真・二宮登・滝澤・本山・太田幸

　入会候補者を班長にご提出下さい。

　９月最終例会にて、各班から実績報告をし

　て頂きます。

■入会式   兵藤さんの入会に際しまして 　　

　　　　　　　　              青木　邦弘

　ロータリークラブの誕生を話させて戴きま

す。20 世紀初頭のシカゴの街は、著しい社会

経済の発展の陰で、商業道徳の欠如がめにつ

くようになっていました。ちょうどそのころ、

ここに事務所を構えていた青年弁護士ポール・

ハリスはこの風潮に堪えかね、友人３人と語

らって、お互いに信頼のできる公正な取引を

し、仕事上の付き合いがそのまま親友関係に

まで発展するような仲間を増やしたい、とい

う趣旨でロータリークラブという会合を考え

ました。ロータリーとは集会を各自の事務所

持ち回りで順番に開くことから名付けられま

した。こうして1905年２月23日にシカゴロー

タリークラブが誕生しました。それからは、

志を同じくするクラブが、つきつぎ各地に生

まれて、国境を超え、今では 200 以上の国と

地域に広がり、クラブ数 35,114、会員数 120

万人に達しています。そしてこれら世界中の

クラブの連合体を国際ロータリーと称します。

日本最初のロータリークラブは、1920 年（大

正９年）10 月 20 日に創立された東京ロータ

リークラブで、翌 1921 年４月１日に、世界で

855 番目のクラブとして、国際ロータリーク

ラブに加盟が承認されました。その後の日本

におけるロータリーの拡充発展は目覚ましい

ものがあります。

　ロータリー財団への貢献も抜群で、今や国

際ロータリーにおける日本の地位は不動のも

のになりました。現在、日本全体のクラブ数

は 2,269、会員数 88,500 人を越えています。

　以上をもちまして、会長就任と兵藤会員の

歓迎の言葉とします。

○兵藤　哲夫会員挨拶

　自分が勝手に決めた謹慎

期間の一年が過ぎ、再入会

を認めて下さいました皆様

方に、まずもって感謝致し

ます。今日から仲間入り、

宜しくお願い致します。

○参考　

これで入会４回目になります

① 1972 年（s47）33 歳～ 1975 年（s50）

② 1978 年（s53）39 歳～ 1982 年（s57）

③ 1995 年（h7）  56 歳～ 2015 年（h27）

④ 2016 年（h28）77 歳～

　在籍期間 27 年間

■矢田昭一会員よりお便り
　新年度の発足を祝います。青木会長、北澤

幹事、頑張って下さい。前会長幹事はご苦労

様でした。又、兵藤さんの入会を歓迎致します。

ご活躍を期待します。

　小生も体調良くなり次第、例会に出席した

いと思っております。

■ニコニコ box( 会員敬称略 )

青木　邦弘／①今年１年よろしくお願いしま

す。②兵藤さん、お帰りなさい。よろしくお

願いします。

北澤　正浩／①くれぐれも市川前幹事と比べ

ないで下さい。前向きにがんばります。②兵

藤さん、お待ちしておりました。

兵藤　哲夫／今日からお仲間入り、宜しくお

願いします。

佐藤　利明／①青木会長、北澤幹事、理事役

員の皆様、一年間ご指導よろしく。②兵藤哲

夫氏の再入会、大変うれしく思っております。

関口　友宏／①青木・北澤年度のスタートを

祝って。②兵藤さん、お帰りなさい。③岡田

さんのご好意に感謝して。

吉原　則光／新年度が始まりました。青木丸

の出港を祝し、一年間の平穏な航海を祈願い

たします。

太田　勝典／①青木会長、北澤幹事の新年度

を祝して②兵藤さん、お帰りなさい。

二宮　　登／①兵藤さん、入会お目出とう。

②会長役員の皆様、今年度もよろしくお願い

します。

内田　　敏／①青木、北澤年度を祝して。②

兵藤先生、入会して頂きありがとうございま
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す。これからも宜しくお願い致します。

田川　富男／①青木・北澤年度よろしくお願

いします。②兵藤先生、入会よろしくお願い

します。

本山　雄三／青木会長、北澤幹事、一年間よ

ろしくお願いします。

齋藤　善孝／①青木新会長、北澤新幹事、一

年間よろしくお願いします。②兵藤さん、お

帰りなさい。

佐藤　真吾／①青木・北澤年度の船出を祝し

て。一年間よろしくお願いします。②兵藤さん、

お帰りなさい。

増田嘉一郎／①青木会長、北澤幹事、一年間

よろしくお願い致します。②兵藤さん、歓迎

します。また来て下さい。

五十嵐　正／①青木・北澤年度のご活躍を記

念して。②兵藤哲夫様お帰りなさい。お待ち

しておりました。

福村　　正／①青木年度の初例会を祝して。

②兵藤先生、お久しぶりです。お待ちしてい

ました。②誕生祝いをありがとうございます。

滝澤　　亮／①青木会長、北澤幹事、新年度

よろしくお願いします。②兵藤先生、再入会

よろしくお願いいたします。

安藤　公一／①青木会長、北澤幹事、これか

ら一年間よろしくお願いします。②兵藤先生

お帰りなさい。③今回より例会場が替わりま

した。ご意見は SAA までお願いします。

市川　慎二／①青木会長、北澤幹事年度を祝

して。②兵藤先生、首を長くしてお待ちして

おりました。

新川　　尚／①青木会長、北澤幹事、一年間

宜しくお願いします。②兵藤さん、お久しぶ

りです。

■新年度就任挨拶
○会長挨拶「寛容と奉仕を」　　　青木　邦弘

　第 48 代の会長に任命され

ました。この一年会員皆様

のお力をお借りして、ロー

タリー活動を実践して行き

たいと思います。ポール・

ハリスは晩年、「個人の努力

は個々のニーズに向けるこ

とができます。

　しかし、大勢の努力の結集は、人類の奉仕

に捧げなければなりません。結集された努力

に限界というものはありません」また「人の

考え方は、その気質や育った環境、経済等幾

多の要因によって形成されるので、考え方が

違うのは当たり前だ」とも言っています。価

値観の違いはありますが、	 寛容の心、寛容

の精神こそロータリーが目指す「友愛と親睦」

の基礎だと思います。		  　

　RI ガバナージョン・ジャームは今年度の

テーマとして「人類に奉仕するロータリー」

として全てのロータリアンはポール・ハリス

の伝承を継承する責務がある、としています。	

　地区方針としまして、高良明ガバナーは「組

織は人なり」組織は人が中心です。ロータリー

も然り。ロータリーは会員が中心となり、一

つの人生哲学及び実践倫理の原理に基づいて

サービス運動を展開するものであります、と

言われました。			 

　ロータリークラブは会員の親睦と相互理解

の上に成り立っているばかりでなく、会員各

自が職業を通して社会に貢献しその余力を、

ロータリーの活動に使おうとする団体です。

それを踏まえまして今年度の計画の第一は親

睦活動です。できる限り多くの会員が参加で

きる親睦活動を実施したいと思います。会員

の皆様は、出来る限りの参加をお願いすると

ともに、ロータリーへの入会に繋がる友人知

人の参加の呼びかけもお願いします。	

現在予定している親睦行事は次の通りです。	

７月	 旭ジャズ祭り・歓送迎会		

８月	 高梨乳業工場見学			 

９月	 AS ゴルフコンペ（横浜カントリー）	

10 月	 旭区民祭り				  

11 月	 旭 RC ゴルフコンペ				  

　その他としまして、川崎競馬観戦、大相撲

東京場所観戦を計画しています。親睦活動に

ついてのご意見、ご要望と新企画をぜひとも

お願いします。

 第二は増強です。今年度の増強委員会メン

バーは史上最強ですが、皆さまのご協力が絶

対です。候補者の例会参加は無料で受け付け

たいと思います。				  

 第三は奉仕活動です。奉仕活動は一部の会員

が大変努力し実施されている状況です。でき

る限り多くの会員が参加、そしてロータリー

入会に少しでも可能性ある友人、知人の参加

呼びかけも併せてお願いします。		

　50 周年まであと３年です。親睦に増強に奉

仕活動に会員皆様の余力を多いに活用戴き盛

り上げて行きたいと思います。今年一年皆様

のご協力とご鞭撻をよろしくお願い致します。	
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事業及び専門職務の道徳的水準

を高め、品位ある業務はすべて

尊重されるべきであるという認

識を深め、あらゆる職業に携わ

る中で奉仕の理念を実践してい

くという目的を持つものである。会員は、ロー

タリーの理念に従って自分自身を律し、事業

を行う。となっておりこのような視点に立ち、

以下の活動を行う予定です。

１）プログラム委員会の計画する第２例会に

おいて職業卓話を各会員にお願いし、より専

門的な知識を伝授していただく。

２）県立旭高校の行う職業講話に卓話者に協

力して頂く予定ですが、相手の都合もあるの

で今後打ち合わせをしていくつもりです。

３）職業奉仕フォーラムに於いては、神奈川

県内の市町村の担当者に埋蔵文化財調査の話

をして頂き討議をしたいと考えております。

○青少年奉仕委員会　　　　　　五十嵐　正

　これまで青少年奉仕活動の柱

は IAC の活動支援でしたが、昨

年度の提唱終結を得て、その柱

が無くなりました。そこで、新

たに IAC の候補を探して行きた

いと思います。中々な難題ですが、皆様もア

ンテナを張って情報収集にご協力ください。

　毎年恒例のガールスカウト 102 団との清掃

活動ですが、今年も協力して行きます。ただ、

ガールスカウトも団員も減少している様子で

すので、団の現状の活動状況の報告をお願い

し、新たな活性化に繋がる支援を模索してみ

たいと思います。

　ライラですが、とてもいい活動だと思いま

す。このライラを積極的に広報募集を仕掛け

てみたいと思います。またその参加者を招い

て、青少年月間の卓話を計画しております。

○国際奉仕委員会　　　　　　　齋藤　善孝 
　今、世界を見渡してみますと、

貧困そして戦争により避難生活

を余儀なくされた不幸な子供た

ちが沢山います。会員の皆様に、

その世界の現状を認識してもら

うため、人道支援に活躍している NPO などを

招いて卓話を計画します。また、人道支援の

寄付も計画いたします。

■次週の卓話　　7/20 ㈬  東北震災支援

　　　　　　　　　　　　 五十嵐会員

　　　　　        　週報担当　吉原　則光

○幹事挨拶　　　　　　 　　　　北澤　正浩

　幹事を仰せつかり、感謝致し

ますと共に、歴史ある当クラブ

の幹事ということで責任の重さ

にプレッシャーを感じておりま

す。私のような経験の浅いもの

が幹事としての役割を全うできるか私自身は

大変不安ですし、皆様もそう思っているので

はないでしょうか ? 正直なところ幹事の役割

について全てを理解している訳ではありませ

ん。何をしてよいか困惑しています。ですか

ら努力は惜しみませんが、わからない事は素

直に先輩である皆様に教えていただきます。

当クラブの会員が現在では 30 名と少々寂しい

状況であります。今まで以上に楽しい魅力あ

るクラブ運営が望まれることと思います。青

木会長のテーマである「寛容と奉仕」に従い、

会長並びに各委員会と話し合い、実り多い充

実した例会にしていきたいと思っております。

微力ながら一年間会員皆様のお力になれるよ

う精一杯役責を果たす思いですので、ご支援

ご指導を宜しくお願い致します。

■五大奉仕委員長挨拶
○クラブ奉仕委員会　　　　　　市川　慎二

　地区方針は「クラブの魅力創

りと活性化」会長方針として、

親睦、増強、奉仕活動とありま

す。この増強については、会員

減少に歯止めをかけ、増強に繋

がる策を考え、行動していかなければ、この

歴史あるクラブ自身の存続や、このクラブな

らではの求められている奉仕活動ができなく

なってしまいます。その為にも、まず充実し

た例会を目指し、出席した会員が出席して良

かったと実感できる例会になれば、出席率の

向上と退会防止になり、クラブは活性化しな

がら、より魅力のあるクラブ、奉仕活動への

発展、活動に賛同する方への会員増強に繋が

ると考えます。また、親睦を深める最適の場

は例会場です。プログラムを工夫し、会場の

雰囲気作り、新入会員への気配りや、偏らな

いテーブルや座席、お祝い事など、例会の厳

粛さをたもちながらも、楽しめる理想の例会

を考えていきたいと思います。

○職業業奉仕委員会　　　　　　滝澤　　亮

 本年度の職業奉仕委員会の活動についてご報

告いたします。手続要覧によれば、職業奉仕は、


